
Ⅰ. 農業者の所得増大（地域営農振興計画重点項目）
　　評価欄：○計画どおり進捗　△取組みに若干遅れがある　×大幅に遅れている　―今後取り組む予定

項目
具体的行動計画

平成30年度末
目標値

6月末
評価 差異の要因分析 目標達成に必要となる対応策

１．販売力の強化
多様な販売先の開拓

・直売所売上高 2,876百万円 △

実績604百万円　進捗率21.0％
農家出品物が4月は品不足、5月下旬か
らは数量増加による単価安の影響。
前年に比べ客単価は上がっているが来
店客数が減少しています。

今後の天候により農家出品物の数量は増減し
ますが、適正な単価設定を指導し、販売促進の
ためのPRに努め、地元野菜の消費拡大を図り
ます。

地域ブランド力の強化

・直売米販売数量 40,750袋 ○ 実績10,306袋　進捗率25.3％
品種により荷動きが鈍いものがあります。

平成29年産取扱期間も残りあとわずかなため今
後も各店舗にて販売促進を強化していきます。

２．生産コストの低減
生産資材コストの引き下げ

・大型規格品による
 コスト削減 3,600千円 ○

実績3,177千円　進捗88.2%
水稲農薬が大半で除草剤（40kg）が32
梱包、箱粒剤（10kg規格）が139梱包で
約72.0%占めます。

ラウンドアップマックスロードを主として、担
い手農家・営農組合等に大型規格のメリットを
アピールしていきます。併せて肥料銘柄集約に
よる低コスト肥料を提供していきます。

・肥料・農薬担い手価格
 での供給（▲10％） 9,300千円 ○ 実績4,993千円　進捗53.6%

水稲の予約が大半を占めています。
担い手農家・営農組合等を中心に積極的に推
進していきます。

Ⅱ. 農業生産の拡大（地域営農振興計画重点項目）
　　評価欄：○計画どおり進捗　△取組みに若干遅れがある　×大幅に遅れている　―今後取り組む予定

項目
具体的行動計画

平成30年度末
目標値

6月末
評価 差異の要因分析 目標達成に必要となる対応策

１．生産力の拡大
・作付面積の拡大
キャベツ 57.1ha ○ ・実績　春作10.3ha　進捗率18.0％ ・目標達成にむけ秋冬作の作付を推進します。
ブロッコリー 21.2ha ○ ・実績　春作2.9ha　進捗率13.6％ ・目標達成にむけ秋冬作の作付を推進します。
レタス 5.6ha ○ ・実績　春作1.9ha　進捗率33.9％ ・目標達成にむけ秋冬作の作付を推進します。

スイートコーン 12.4ha ×
・実績　10.6ha　達成率85.4％
雨のため大口農家の圃場準備ができ
なかった。

・農家戸数の増加による面積拡大を検討して
いきます。
営農組合等に作付を推進します。

タマネギ 2.7ha ―
２．担い手づくり

・新規就農者の育成 新規就農者育成
ハウス3棟 ○ 2名でリーフレタス、イチゴ、キュウリ、

メロン等に取り組んでいます ・次年度の利用計画を検討します。

・青壮年部活動の支援

自己改革ワーキ
ンググループ
との協議　2回

○ ・7月11日実施 ・次回2月予定

活動支援予算
350千円 ○ ・30千円（8.5%） ・年間を通じて活動を支援します。
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「JA兵庫南自己改革」通信
JA兵庫南の自己改革への取り組み、進捗状況を報告します。

～農業の活性化と豊かな地域社会をめざし、創造的自己改革への挑戦！～
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標に掲げ、取り組みます。

vol.5

　JA兵庫南は平成30年度も「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とし、自己改革を進めていきます。この基
本目標「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」について抜粋ですが、その進捗状況を報告します。（「地域の活性化」については8月号で報告
済みです）

自己改革プログラム進捗状況（6月末）の報告

仮想通貨に関する甘い話にご注意を！

運動生活始めましょう
【JA兵庫厚生連】

定期的に運動を行うことにより、病気やけがを予防でき、気力も充実します。また、肥満予防にも効果的です。
まずは日常生活で意識的に体を動かすことから始めましょう。

　●筋肉が鍛えられ太りにくい体になる。
　●消費エネルギーを増やして脂肪を燃焼する。
　●血圧値や血中脂質、血糖値が改善する。
　●骨粗しょう症や認知症予防になる。
　●ストレスを解消する。
　●体力がつき疲れにくくなる。

　●徒歩または自転車で買い物に行く。   ●ひとつ隣の駅まで歩く。
　●歩幅を広く、速歩、階段を使う。　　   ●昼休みにウォーキングをする。
　●テレビを見ながらストレッチをする。  ●畑仕事や庭の手入れをする。
　●椅子に座って両足を浮かせて腹筋をシェイプアップする。

　●1回の運動時間は20～60分。
　　（10～15分の運動を複数回行っても同程度の効果が得られます）
　●運動頻度は週に3～5回（最低週2回以上）は実施しましょう。
　●強度は心もち息が弾むくらいで、息は止めず呼吸を意識しましょう。

　運動が苦手、面倒くさい、時間がないというあなた！！
日常生活の中で今より1日あたり10分多く体を動かし
てみませんか。小まめに動いて体を動かす時間を増やし
ましょう。
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仮想通貨を巡るさまざまなトラブルが起きています。

[事例] 知人からAI（人工知能）を使った今話題の仮想通貨の
投資を紹介された。1口25万円の契約をすれば、何もしなく
ても月5万円の配当があると聞き、2口契約して指示通り業者
の口座に50万円振り込んだ。すぐに3万円の入金があったの
で、さらに4口契約し、100万円を振り込んだ。しかしその後
業者から配当が遅れるとの連絡があった後で、連絡が取れな
くなった。だまされたのか。

【解説】 2017年は、仮想通貨交換業者の登録制が導入され
たり、仮想通貨の価格が高騰したりするなど、仮想通貨に関
する話題が多く、社会的関心が高まりました。　
　仮想通貨は、インターネット上で使用できる、通貨のような
機能を持つ電子データで、代表的なものにビットコインがあ
ります。金融庁・財務局に登録した仮想通貨交換業者から、イ
ンターネットを通じて入手・換金するのが一般的です。交換所

に仮想通貨を保管するウオレットと呼ばれる口座を開設し、
本人が取引を行わなければならず、口座開設時には本人確認
が義務付けられています。価格が高騰したことで話題になり
ましたが、仮想通貨の価格は需要と供給により変動するた
め、必ずしも儲かるとは限りません。急落する場合がある他、
不正アクセスによる被害を受けるリスクがあります。
　事例のケースは、仮想通貨の話題性に便乗し、仮想通貨の
仕組みをよく知らない消費者を狙った詐欺的投資の勧誘で
ある可能性が高いと考えられますが、解決は困難です。
　仮想通貨取引には、このようなリスクがあります。取引を検
討する場合には、登録した仮想通貨交換業者から取引内容や
リスク、セキュリティー対策の有無などについて十分な説明を
受け、慎重に判断してください。仮想通貨に関連する投資取引
は、仕組みなどの実態が確認できない場合は取引をやめま
しょう。

（国民生活センター相談情報部　吉川みどり）

体を動かす効果

　●持病のある方は、かかりつけの医師に相談しましょう。
　●体調がすぐれない場合、強い痛みが発生する場合
　　は、ただちに中断しましょう。
　●体調にあわせて量や強度を調整し、水分補給も忘
　　れずに。
　●服装は気候にあったもので、体を自由に動かせるも
　　のを選びましょう。

安全に運動をするために

まずは、生活の中で体を動かしてみませんか

本格的に運動を始めるなら、ウォーキングがおすすめ

〈例えば・・・〉

年齢

18～64歳
毎日、歩行または同等以上の強度※１で60分以上
体を動かす。
※1 歩行または同等以上の強度とは、掃除をする、子どもと活発に遊ぶ等。

毎日、どんな動き※２でもいいから、40分以上
体を動かす。
※2 どんな動きとは、座ったまま以外。

65歳以上

1日当たりの運動・生活活動の時間
運動や生活活動の基準

皆様に愛され
必要とされる
JAを目指して


